
守山まるごと活性化プラン検討委員会 

第５回 学区別会議（中洲学区） 

 

日時：平成 25 年 11 月 20 日（水） 

19：30～21：30 

場所：中洲会館 

 

 

 

次  第 

 

１．あいさつ 

２．説明 

○本日の進め方 

○第４回のふりかえり 

３．意見交換 

○プロジェクトの絞り込み 

○取り組み実現の方向 

○まちづくりのテーマ 

４．今後の進め方 

５．一言感想 
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守山まるごと活性化プラン検討委員会（学区別会議）委員名簿 
 

【 中洲学区 】 

            H250715 現在  敬称略 

№ 自治会 名前 

1  新庄 中島 保男 なかじま やすお 

2  新庄 川村 晃夫 かわむら あきお 

3  新庄 中島 耕治 なかじま こうじ 

4  新庄 山口 幸子 やまぐち ゆきこ 

5  服部 田中 勝次 たなか かつじ 

6  服部 津田 昭憲 つだ あきのり 

7  服部 大塚 唯昭 おおつか ただあき 

8  服部 石原 紀代子 いしはら きよこ 

9  立田 本城 眞佐一 ほんじょう まさかず 

10  立田 木村 穂 きむら みのる 

11  立田 井入 誠一 いいり せいいち 

12  立田 深尾 あや子 ふかお あやこ 

13  幸津川 伊藤 五作 いとう ごさく 

14  幸津川 樋上 隆 ひのうえ たかし 

15  幸津川 下出 壽宏 しもで としひろ 

16  幸津川 上路 美智代 うえじ みちよ 

17  小浜 中西 雅次 なかにし まさつぐ 

18  小浜 田中 弥 たなか わたる 

19  小浜 高倉 正 たかくら ただし 

20  小浜 中島 てる子 なかじま てるこ 

 
事務局  

・濱崎一志（アドバイザー：滋賀県立大学 人間文化学部教授） 
・井入 秀一 ・木村 芳次 ・川上 かよ子 ・坪内 稔夫 
・吉原 史雄 
・田渕 誠一 ・山田 憲 ・前田 雅人 
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学
区
別
会
議
の
進
め
方
 

                        

 

 全
体
会
議
 

 事
務
局
 第

２
回
 

 学
区

の
魅
力

づ
く

り
・

活
性
化

の
素
材

と
な

る
「

宝
も
の

」
を
見

つ
け

る
 

 

(
1)

学
区

プ
ラ

ン
の

内
容

と
検
討

方
法
 

・
市

か
ら
説

明
し

再
確

認
 

(2
)ま

ち
の
魅
力
発
掘
 

①
わ

た
し

の
ま

ち
は

こ
ん

な
ま

ち
 

・
ま

ち
の

特
徴

、
自

慢
で

き
る

と
こ
ろ

は
何

か
 

②
ま

ち
の
「
宝
も

の
」
探

し
 

・
歴

史
や

自
然

、
そ

の
他

で
き

る
だ

け
多

く
出

し
、

特
性
を

み
つ

け
る
 

 

第
３
回
 

 宝
も

の
を

活
か

し
た

学
区

の
ま

ち
づ

く
り

の
方

向
を
考
え
る
 

  

(1
)前

回
（
第
２
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
地

域
の

特
徴
、
資

源
の

特
性

を
確

認
・

共
有
 

・
大

き
な
見
落
と
し
や
考
え
方
の
違
い
は

な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
 

(2
)ま

ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向
 

・
ま

ち
の
主
な
問
題
点
や
課
題
は
何
で
し

ょ
う
。
今
の
問
題
、
そ
し
て
子
や
孫
の

時
代
も
見
通
し
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

・
学

区
活
性
化
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
ど

ん
な

ま
ち

に
な

っ
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す
か
？
 

 

第
４

回
 

 
（

ま
ち

づ
く

り
の

テ
ー

マ
に

沿
っ

て
）

進
め
た
い
取
組
を
考
え

る
 

  

(1
)前

回
（
第
３
回
）
の
到
達
点
を
確
認
 

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題

と
方

向
の

整
理

結
果
を
確
認
 

(2
)取

組
の
ア
イ
デ
ィ
ア
 

・
学
区
を
活
性
化
す

る
た
め

の
具

体
的

な
取

組
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
し

ま
し

ょ
う
。
 

・
地
域
資
源
を
活
か

し
、
既

存
の

活
動

や
事

業
も

上
手

に
取

り
込

ん
で

い
き

た
い
。
 

3)
取
組
実
現
の
課
題
 

・
具
体
化
す
る
た
め

に
必
要

な
こ

と
、
協

力
が
必
要
な
相
手

な
ど

は
な

い
か

 

第
５
回
（
本
日
）
 

 
取

組
内

容
の

と
り

ま
と

め
、
確

実
・
効
果

的
に
進

め
る

方
法

を
考

え
る
 

 

(
1)

前
回

（
第

４
回

）
の

到
達

点
を

確
認
 

・
取

組
の

ア
イ
デ

ィ
ア

の
整

理
結

果
を

確
認
 

(2
)取

組
内
容
の
と
り
ま
と
め
 

・
検

討
内

容
を

プ
ラ

ン
と

し
て

整
理
 

・
キ

ャ
ッ
チ

フ
レ

ー
ズ

等
 

(3
)プ

ラ
ン
の
推
進
 

・
役

割
分
担

（
地

域
、

市
等

）
 

・
実

現
の
手

順
な

ど
 

 

・
地

域
の

特
徴
・
資

源
デ

ー
タ

の
整

理
、

特
性

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

 

 

・
学

区
プ
ラ

ン
 

と
り

ま
と
め
 

・
取
組
の
テ
ー
マ
を
整
理
 

・
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
と
方
向

の
関
係
を
整
理
 

・
既
存
計
画
・
事
業
の
整
理
 

・
実

現
課

題
関

連
情

報
の

収
集
 

・
取

組
内
容

ま
と

め
 

・
進

捗
状
況

報
告

 

・
学

区
の
方

向
性

確
認
 

 

・
進

捗
状
況

確
認

 

・
学

区
間

連
携

や
全

市
的

取
組

の
検

討
 

・
活

性
化
プ

ラ
ン

と
り

ま
と
め
 

・
進
捗
状
況
報
告
 

・
学
区
の
方
向
性
確
認
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守山まるごと活性化プラン検討委員会　学区別会議　ニュースレター

■お問い合わせ 

守山市政策調整部みらい政策課 
〒524-8585 守山市吉身二丁目５番 22 号 
℡：077-582-1162 e-mail：miraiseisaku@city.moriyama.lg.jp

 

 

 

平成 25 年 9 月 25 日（水）午後７時 30 分から中洲会館において、守山まる

ごと活性化プラン検討委員会の第４回学区別会議を開催しました。 

中洲学区にお住まいの住民 18 名で、まず前回会議で出された学区のまちづく

りを進めていく上での課題や方向性について、大きな見落としがないかなどふり

かえりました。次に、学区のまちづくりの具体的取り組みについて話し合い、最

後に参加者同士で共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ３つのテーブルに分かれ、前回会議で出された中洲学区の

まちづくりを進めていく上での「課題」や「方向性」の

確認を行いました。その後、学区の「たからもの」と「課

題」を関連づけて、学区のまちづくりの「具体的取り組み」

について話し合いました。 

○ 『学区の課題』として、根本的な課題は人口減少であると

いう意見が多く、土地利用の面や新住民に対する意識の面

などを多面的に見直し、人が入ってきやすい・戻ってきや

すい仕組みを検討する必要があるという意見がありました。

また、『まちづくりの方向性』については、よそから何かを

持ってくるのではなく、「水に関する歴史文化や自然など、

今ある中洲のたからものを活用することが大切」というお

話がありました。 

○ 『具体的取り組み』は、「野洲川河川敷の活用」に関するも

のが多く挙げられました。それ以外にも、「伏流水再生」、「中

洲の人、中洲以外の人、様々な人との交流イベント開催」、

「ビックレイク活用」、「鮒寿司や鮨切り祭りなど食・歴史

文化の活用・PR」、「農業活性化・特産品開発」、「服部遺跡

など歴史活用」、「企業誘致・支援」、「公共交通の抜本的見

直し」、「シニア世代の活用」なども挙げられました。 

■当日のプログラム 

①挨拶：本城学区長より 

②内容説明：本日の進め方、第３回検討結果の説明 

③テーブルに分かれて意見交換：『前回会議のふりかえり』、 

『学区のまちづくりの具体的取り組み』 

④結果の発表・共有：テーブル毎で話し合った内容を発表して共有 

平成25年11月発行

第４回 

学区別会議 

[中洲学区] 

学区別会議の様子 

テーブル毎に中洲学区の『まちづくりの具体的取り組み』について話し合いました 

▲結果を発表し参加者で共有

▲テーブル毎に話し合いました
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守山まるごと活性化計画 学区別会議実施記録 

 

1. 実施概要 

 
学区・回 中洲学区 第４回 

日 時 2013 年 9 月 25 日（水） 19：30～21：30 

会 場 中洲会館 

参加者 

住民 18 人（新庄 3人、服部 4人、立田 3人、幸津川 4人、小浜 4人） 

守山市（井入、木村、川上、吉原） 

地域未来研究所（奥村、前田、貞松） 

会場設営 3 テーブルを設置し、自治会に関係なく抽選で着席 

実施経過 

１．挨拶 

①開会挨拶（吉原主査） 

②開会挨拶（本城学区長） 

 

２．説明 

①本日の進め方（奥村） 

②第３回検討結果の説明（奥村） 

 

３．意見交換（テーブル別ワーク） 

①前回のふりかえり 

・前回の会議結果を整理した資料を見ながら、課題の見落としや示された視点への
違和感がないかどうかについて確認を行った。 

・再検討結果の概要は、各テーブルのファシリテータより報告された。 

・学区の課題として、根本的な課題は人口減少であるという意見が多く挙げられた。
土地利用の面や新住民に対する意識の面などを多面的に見直し、人が入ってき
やすい仕組みを検討する必要がある、新たに入ってくる人を増やすことは難し
いので、少なくとも一度中洲を離れた人が戻ってこられるようにしなければな
らないという意見があった。 

・高齢化が進展している状況にあるため、車に乗れなくなった場合の移動を支える
公共交通の見直しが必要という意見も多くあった。 

・活性化の方向性を考える際には、今ある中洲のたからもの（水、自然など）を活
用することが大切という意見があった。 

・取り組みの方向性として、野洲川を活かし、イベントなどの開催を通じて中洲学
区に少ない若者を集めるという提案があった。 

 

③学区のまちづくりの取り組みを考える 

・たからものとまちづくりの課題を関連づけて、どんなことができるか、何をした
ら学区が元気になるかについて、具体的な取り組みを各自で考え、カードに書
いてもらった。 

・カードは模造紙に貼り、グルーピングして概略の特徴を整理した。 
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４．結果の発表・共有 

・テーブル毎に参加者の代表がまちづくりの取り組みアイデアについて、検討結果
を発表。 

・「野洲川を活かしたまちづくり」は 3 テーブル全てから挙げられ、その内容は伏

流水の活用による里中へ水を再び流す、河川敷の公園整備や植花、カヌー大会

やサイクリングレースなどのイベント開催、様々な提案があった。 

・中洲のことをもっとＰＲする必要があるという意見があった。フルーツといった

農業の特産物、鮒寿司や鮨切り祭りと言った地域に根ざした文化を活用するに

は知ってもらうことが不可欠である。 

・それ以外には、中洲には元気なお年寄りが色々と活動をされており、活性化の取

り組みに協力してもらう、ビックレイクの活用など様々なアイデアが出された。

 

５．その他 

・次回会議の開催日時は、自治会長会議で決め、市からお知らせする。 

 
中洲学区第４回会議の様子 
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2. 第４回学区会議の意見まとめ 

 

中洲学区のまちづくり活性化の具体的な取り組み（アイデア）をまとめた。【主なもの】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜中洲学区のまちづくりのアイデア＞ 

■野洲川の河川敷活用プロジェクト 

① 河川敷の公園化、遊歩道やサイクリングロード、マラソンコースの整備、植樹や植花、カヌ

ーやボートの船着き場など水と親しみやすい場所の整備を進める 

② 様々な世代や外から来た方が集まり楽しめる場所を作る。 

■伏流水再生プロジェクト 

③ 昔から育まれてきた里中に流れる水に関わる歴史や文化を再び取り戻すため、野洲川から埋

渠できれいな水を下流域の右岸、左岸近くに水瓶をつくり、里中河川に常時水を流す。そし

てホタル、魚の住める川にする。 

④ 川沿いに花を植えるなど、各自治会の河川や水路で水を活用した事業を行う。 

■野洲川を活用したイベント開催プロジェクト 

⑤ 字対抗ぺーロン大会、イカダ下り、自転車レース、学区主催の「あるこう会」など、野洲川

の堤防や河川敷を活用したイベントを開催して交流の場を作る。 

■地域内交流活性化プロジェクト 

⑥ 中洲学区住民の交流を活性化するため、自然を活かしたカブトムシを捕るイベント、運動会、

守山市民プールの活用などに取り組む。 

■様々な人との交流活性化プロジェクト 

⑦ 河川敷を活用したイベントや子供の遊び場づくり、枯れたヨシを使って家を造る、スポーツ

施設の誘致、中洲ふれあいの灯の活性化、案内板の作成など人が訪れ交流する取り組み。 

■ビックレイク活用プロジェクト 

⑧ サッカーやグランドゴルフイベントの開催や、子供達に歴史・文化を伝えるイベント（昔懐

かしいご飯を振る舞う、お釜でご飯を炊くなど）等を開催する。 

⑨ ビックレイクの更なる活性化に向け、公共交通など交通の不便を解消する。 

■中洲学区の食文化の活性化・ＰＲプロジェクト 

⑩ 鮒寿司や鮨切り祭りなど、中洲学区の食文化をＰＲするとともに観光化や事業化を進める。

また、食文化を次の世代に継承する取り組みも実施する。 

■中洲学区の農業活性化・特産品プロジェクト 

⑪ 外向きにはブランド作物の作成や田畑のレンタル、体験型イベント、地産地消を進めるため

学校給食に地元食材を提供、フルーツランドを道の駅化するなど、農業活性化に取り組む。
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■中洲学区の歴史活用プロジェクト 

⑫ 服部遺跡や埋蔵文化財センターや歴史公園を活用し、「遺跡まつり」の開催や遺跡、遺構な

どの復元物作成など、歴史に親しみながら遊び学べるようにする取り組み。 

■企業誘致・過疎対策プロジェクト 

⑬ 野洲川河川敷に住宅地、企業誘致、メガソーラーの設置など有効活用。また、企業の誘致や

既存企業の事業拡大を支援し、新たな雇用を生む。 

⑭ 地区計画精度を利用して白地地域（休耕地など）に集合住宅を建設する。 

■公共交通活性化プロジェクト 

⑮ バスやタクシーなど既存の公共交通の利用に対し、市の補助金を得られるように協議する。

⑯ 居住地から半径どれだけであればいくらという料金体系のような利用しやすい公共交通の

実現に取り組む。 

■元気なシニア世代の活用プロジェクト 

⑰ 高齢でも現役で農業、地域の神社を守り、祭り事や自治会などのまちづくり活動に参加され

ているなどシニア世代の方の力を借りて様々な活動に取り組む体制を考える。 
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2
.1

 
学

区
の

ま
ち

づ
く

り
の

取
り

組
み

の
ア

イ
デ

ア
 

 
分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

野
洲

川
の

河
川
敷

活

用
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 

野
洲

川
河
川

敷
、

堤
防
 

公
園
整
備
（
植
樹
、
植
花
）
、
遊
歩
道
整
備
、
噴
水
整
備
 

桜
を
植
え
て
堤
防
を
桜
並
木
の
遊
歩
道
に
す
る
 

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
、
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
つ
く
る
 

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
が
楽
し
め
る
場
づ
く
り
 

野
洲
川
の
河
川
敷
に
山
菜
の
こ
ご
み
が
生
え
て
い
る
、

こ
れ

を
活

用
し

山
菜

の
取

れ
る

遊
歩

道
の

整
備
 

体
力
づ
く
り
の
施
設
（
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
な
ど
）
を

つ
く

る
 

田
舟
、
カ
ヌ
ー
な
ど
に
乗
っ
て
楽
し
め
る
エ
リ
ア
を
作

る
 

子
供
の
冒
険
遊
び
場
と
し
て
の
活
用
（
ロ
ー
プ
、
木
、

火
を

使
う

設
備

な
ど

）
 

水
と
親
し
み
や
す
い
場
所
の
整
備
整
備
（
水
浴
び
、
魚

つ
か

み
、

魚
釣

り
等

）
 

伏
流

水
再

生
プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
 

里
中

河
川

の
水

、
水

に
ま

つ
わ

る
歴

史
・
文

化
 

里
中
河
川
に
水
を
流
し
、
魚
（
鯉
）
や
ホ
タ
ル
の
住
む

川
を

取
り

戻
し

、
水

に
親

し
み

楽
し

め
る

よ
う

な
仕

組
み

づ
く

り
 

野
洲
川
か
ら
直
接
埋
渠
で
き
れ
い
な
水
を
下
流
域
の
右

岸
、

左
岸

近
く

に
水

瓶
を

つ
く

り
、

里
中

河
川

に
常

時
水

を
流

す
 

川
沿
い
に
花
の
あ
ふ
れ
る
景
観
の
良
い
町
 

各
自
治
会
の
河
川
や
水
路
で
湧
き
水
を
活
用
し
た
事
業
 

町
内
の
廻
り
に
水
を
取
り
戻
し
、
う
る
お
い
の
あ
る
ま

ち
づ

く
り

に
（

ち
り

ん
さ

ん
）
 

野
洲

川
を

活
用
し

た

イ
ベ

ン
ト

開
催
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

野
洲

川
河
川

敷
、

堤
防
 

字
対
抗
ペ
ー
ロ
ン
大
会
な
ど
の
野
洲
川
を
使
っ
た
学
区
の
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

す
る

 

魚
つ
か
み
、
自
転
車
レ
ー
ス
や
ボ
ー
ト
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ

大
会

な
ど

、
イ

ベ
ン

ト
の

開
催
 

枯
れ
た
ヨ
シ
を
使
っ
て
、
そ
の
造
形
的
な
使
い
方
を
子

供
た

ち
に

考
え

さ
せ

て
制

作
す

る
（

家
を

つ
く

る
、
す
だ

れ
を

つ
く

る
等
）
 

率
先
し
て
イ
カ
ダ
下
り
に
参
加
す
る
 

月
１
回
位
学
区
で
「
あ
る
こ
う
会
」
を
実
施
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

地
域

内
交

流
活
性

化

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

既
存

の
活
動
 

町
対
抗
の
運
動
会
な
ど
、
自
治
会
単
位
の
イ
ベ
ン
ト
を
学
区

全
体

で
行

う
 

水
に

関
わ

る
自

然
、

豊
か

な
自

然
 

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
を
と
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
 

守
山

市
民
プ

ー
ル

 
守
山
市
民
プ
ー
ル
を
、
野
洲
市
民
プ
ー
ル
の
よ
う
な
高

齢
者

が
安

く
利

用
で

き
、
か

つ
老

若
男
女

利
用

者
が

集
ま

る
よ

う
な

施
設
に
す
る
。
 

学
区

の
た
か

ら
も

の
全
て
 

中
洲
周
遊
歩
道
を
整
備
（
中
洲
の
宝
物
巡
り
）
 

様
々

な
人

と
の
交

流

活
性

化
プ

ロ
ジ
ェ

ク

ト
 

ビ
ッ

ク
レ
イ

ク
 

ビ
ッ
ク
レ
イ
ク
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
宿
泊
施

設
等

を
誘

致
す

る
 

ビ
ッ

ク
レ

イ
ク

、
地

域
の

特
産

品
 

サ
ッ
カ
ー
場
に
応
援
な
ど
で
来
る
人
に
地
域
で
と
れ
た

野
菜

を
売

る
、
お

弁
当
を

売
る
、
桑

で
染

め
た

製
品

を
売

る
（
草

木

染
め
（
緑
色
）
）
 

祭
、

行
事

、
中

洲
ふ

れ
あ

い
の

灯
 

も
っ
と
多
く
の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
中
洲
の
一
大
イ
ベ

ン
ト

に
す

る
 

環
境

セ
ン
タ

ー
 

熱
を
利
用
し
た
温
浴
施
設
（
集
客
に
よ
る
活
性
化
と
雇

用
の

創
出

）
 

昔
な

が
ら
の

町
並

み
 

「
ホ
ッ
」
と
す
る
ま
ち
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
（
集

落
ご

と
に

も
て

な
し

、
名

産
品

の
果

物
を

提
供

す
る

な
ど

）
 

学
区

の
た
か

ら
も

の
全
て
 

案
内
板
の
制
作
 

 
中
洲
独
自
の
「
飛
び
出
し
ぼ
う
や
」
な
ど
の
制
作
 

ビ
ッ

ク
レ

イ
ク
活

用

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
 

ビ
ッ

ク
レ
イ

ク
広

場
 

子
供
た
ち
に
昔
懐
か
し
い
釜
で
ご
飯
を
炊
い
て
な
ど
の

イ
ベ

ン
ト

 

サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
場

所
つ

く
る
 

ビ
ッ
ク
レ
イ
ク
へ
の
交
通
の
不
便
を
解
消
す
る
 

中
洲

学
区

の
食

文

化
・

歴
史

文
化
の

活

性
化
・
PR

プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
 

ユ
ニ

ー
ク

な
食

文
化

、
鮨

切
り

祭
り
 

鮒
寿
司
は
滋
賀
を
代
表
す
る
食
文
化
⇒
外
国
人
が
食
べ

て
も

美
味

し
い

は
ず

、
Ｐ

Ｒ
活

動
を

し
っ

か
り

す
る
 

守
山
市
で
も
有
数
の
お
祭
り
で
あ
る
鮨
切
り
祭
り
の
観

光
化

、
事

業
化
 

歴
史
的
な
食
文
化
の
継
承
な
ど
、
食
文
化
を
活
か
し
た

ま
ち

づ
く

り
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分

類
 

活
用

す
る

た
か

ら
も

の
 

活
性

化
の

取
り

組
み

 

中
洲

学
区

の
農
業

活

性
化

・
特

産
品
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
 

田
・

畑
（
農

地
）

、
休
耕
地
 

転
作
作
物
、
小
麦
大
豆
以
外
の
作
物
の
栽
培
、
新
た
な

ブ
ラ

ン
ド

作
物

を
作

る
（

な
ば

な
生

姜
胡

麻
な

ど
）
 

土
地
を
貸
し
た
り
、
利
用
し
た
体
験
型
農
業
 

学
校
給
食
の
食
材
提
供
（
カ
レ
ー
用
食
材
：
玉
ね
ぎ
じ

ゃ
が

い
も

人
参

）
 

観
光
農
園
等
の
導
入
 

Ｊ
Ａ

中
洲

支
店

（
撤

退
後

の
店

舗
を

活
用
）
 

食
品
の
加
工
所
（
６
次
産
業
の
育
成
）
、
地
産
地
消
の

具
現

化
 

フ
ル

ー
ツ

ラ
ン

ド
（

小
浜

幸
津

川
）
 

湖
岸
道
路
か
ら
の
直
接
入
る
「
道
の
駅
」
化
 

中
洲

学
区

の
歴
史

活

用
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 

服
部

遺
跡

、
埋

文
セ

ン
タ

ー
、

野
洲

川
歴
史

公
園

 

「
遺
跡
ま
つ
り
」
な
ど
市
民
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
。
遺
跡

、
遺
構

な
ど
の

復
元

物
を

作
り

、
歴
史

に
親
し

み
な

が
ら

遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。
 

歴
史

遺
産
の

活
用

 
守
山
全
体
に
歴
史
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
場
所
ご
と
に
統

一
し

た
歴

史
資

料
の

作
成

 

企
業

誘
致

・
過
疎

対

策
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

 

野
洲

川
河
川

敷
の

有
効
利
用
 

住
宅
地
、
企
業
誘
致
、
公
園
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
 

旧
野

洲
川
跡

地
（

北
流
・
南
流
）
、

農
地

（
休
耕

田
含

め
て
）
 

企
業
誘
致
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
雇
用
の
創
出
、
及
び

住
宅

開
発

 

地
区
計
画
制
度
を
利
用
し
て
白
地
域
（
＝
畑
地
の
再
利

用
）

に
集

合
住

宅
を

建
設

す
る
 

既
存

企
業
 

中
洲
に
あ
る
会
社
（
イ
マ
ッ
ク
な
ど
）
の
事
業
拡
大
を

支
援

し
、

新
た

な
雇

用
を

生
む
 

公
共

交
通

活
性
化

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
 

現
在

の
公

共
交

通
（

バ
ス

・
タ

ク
シ

ー
）
 

公
共
交
通
に
利
用
に
対
し
て
市
の
補
助
金
を
活
用
出
来

る
よ

う
な

制
度

を
検

討
 

ふ
れ

あ
い

交
通

、
も

ー
リ

ー
カ

ー
 

中
洲
の
公
共
交
通
を
抜
本
的
に
見
直
す
 

住
所
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
半
径
ど
れ
だ
け
で
あ
れ
ば
と

い
う

料
金

体
系

を
作

り
野

洲
市

へ
も

利
用

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
 

元
気

な
シ

ニ
ア
世

代

活
用

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト

お
年

寄
り
が

元
気

 
高
齢
で
も
現
役
で
農
業
、
地
域
の
神
社
を
守
り
、
祭
り
事

や
自
治

会
な

ど
の

ま
ち

づ
く

り
活

動
に

参
加

さ
れ

て
い

る
な

ど
シ

ニ
ア
世
代
の
方
の
力
を
借
り
て
様
々
な
活
動
に
取
り
組

む
体

制
を

考
え

る
。
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中洲学区の課題・活性化の方向性 

人口増加が見込めない

人が入ってきやすいまちづくり 

○地区計画の検討・策定など土地利

用の仕組みを見直す 

○昔ながらの付き合い方も見直すべ

きことは見直す、新旧住民が融和

できる仕組みを考える 

○少なくとも出て行った人たちが戻

ってこられる仕組みを考える 

高齢者の増加 

若年層の流出

空き家の増加 

子どもの減少

過疎化

老人世帯・独居老人の増加

市街化調整区域のため住宅の建築が困難 

自治会が分散しており学区としてのまとまりが少ない 

道路整備が不十分 

商店街等がなく、活気が無い 

活気のあるまちづくりを 

阻む土地利用 

自営業の縮小 

農業の後継者不足 

就職口が少ない 

耕作の放棄などのための空き地が多い 

地域産業の衰退 

地域の産業が元気なまちづくり 

○企業誘致 

○既存企業への事業拡大支援 

○農業の多面的な活用 
行事の担い手不足 

（神輿の担い手不足など）

伝統行事の継承困難、形骸化・消滅

人のつながりが希薄化

全世代で地域とのつながりが希薄化

独自の食文化の衰退

若年層の社会的価値の変化

自治会役員の不足 

地域の伝統行事 

活動の担い手不足 

公共交通が不便 

バスの便数の減少 

車の運転、送迎が必要 

特に独居老人には不便 

地域のつながりが強いため、新参者が入りにくい 

新参者に対する地元の人々の意識の相違 

つながりが強すぎる 

おでかけしやすいまちづくり 

○公共交通システムの抜本的な見直し 

流水量が少なく、環境が悪い

水辺や水中の生物の減少

河川敷が荒れ、近寄りがたい

野洲川が身近な川でなくなった

竹やぶがなくなった 

集落内の川に水がない

魚つかみのイベントが出来るとよい

若者の集まる場所がなく活気が無い

人が集まる場所があるとよい

野洲川等で各世代が遊び・ 

親しめる仕組づくり 

○野洲川で子供も高齢者も楽しく遊び、

自然に親しむことができる仕組み検

討・策定 

○若者が集まる場所、楽しむ機会を作る

水に親しめなくなっている 

集まる場所・イベントが不足 

学区全体にホタルが飛び 

豊かな水が流れるまちづくり

○学区全体の目線での 

河川敷の公園化 

○きれいな水が里中を流れホタ

ルの飛ぶまちに 

食文化を活かしたまちづくり 

○ユニークな「食文化」を活用し、観光資源化などの

活性化を図る（台所を預かる女性が中心か？） 

少子高齢化・人口減少 

青年団の減少 

公共交通が不便 

若者の意見が 

活きるまちづくり 

○若い人の意見を吸い上げ

て方向性・解決策の参考に

○若者が発言したり気軽に

参加できる機会を作る 

地域とのつながりに 

入れない人をどうするのか

地域の伝統を残し活かすまちづくり 

○学区全体で協力出来ることを考える ふれあい交通では不十分 

現在開催しているイベントにも参加少ない

一度家を出た子供が帰ってこられない

（注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。赤字は第４回会議での追加・修正意見 
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守山まるごと活性化プラン（中洲学区）の取組内容について 

 

１．中洲学区の将来像のテーマ（案）→ 1 案に絞る 

 

 

 

 

 

 

 

２．中洲学区の住民主体のまちづくりプロジェクト（案） 

 

■プロジェクト１  野洲川河川敷いきいきプロジェクト 

 荒れ放題で危険な状態となり川辺に降りられない野洲川の河川敷を、中洲学区に住まう様々

な世代や学区外から訪れた人が集まり、楽しめる場所とするための取り組みを進めます。 

●取組１ 河川敷の公園化推進 

→中洲学区の住民にとって、また他地域より訪れる人にとってどのような場

所となれば良いか、どんな施設（遊歩道、サイクリングロード、マラソン

コース、バーベキュー場、カヌーやボートの船着き場など）が必要か協議 

→地元と行政が協働で計画づくり・実施を推進 

●取組２ みんなで担う公園管理の仕組みづくり 

→河川敷の魅力を最大限引き出すため、植樹・植花、桜の管理などの活動 

→住民やボランティア、行政の役割分担により低コストで継続して維持でき

る仕組みづくりを検討 

 

■プロジェクト２  野洲川の伏流水再生プロジェクト 

 野洲川の伏流水を里中に流し、昔から育まれてきた里中に流れる水に関わる歴史や文化を取

り戻し、次世代に引き継げるような環境を整備します。 

●取組１ 伏流水の取水方法検討 

→住民が活用しやすい伏流水の取水方法を検討（埋渠できれいな水を下流域

の右岸左岸近くまで引き、そこに水瓶をつくり里中河川常時水を流す、な

ど） 

→地元と行政が協働で計画づくり・実施を推進 

●取組２ 里中河川沿いの景観づくり 

→川沿いに花を植えるなど、良い景観づくりに取り組む 

●取組３ 伏流水を活用した事業の実施 

→自治会単位や学区全体で水路や湧水を活用した事業を実施 

案１：野洲川の恵みを孫子の代まで受け継ぐまち 中洲 

案２：野洲川で集い遊び、湧水とともに生きるまち 中洲 

案３：『鮨切り祭り』が伝える川辺の歴史・食文化のまち 中洲 

案４：人柄の良さ、自然、助け合いの精神で『とても住み良い』まち 中洲 
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■プロジェクト３  野洲川に集まれ！イベントプロジェクト 

 世代間交流の場として、また野洲川に身近に触れる機会を作るため、野洲川河川敷などを活

用したイベントを開催します。 

●取組１ 地域住民の交流活性化イベントの開催 

→字対抗ぺーロン大会、イカダ下り、学区主催の「歩こう会」など、地元住

民が参加し交流できるイベントの開催 

→河川敷に生えるヨシを使った環境学習やものづくりイベントなど、地域の

子供をターゲットとしたイベントの開催 

●取組２ 他地域からの集客を目的とした大規模イベントの開催 

→他からの集客を主とするサイクリングレースやカヌー大会などの開催 

 

■プロジェクト４  学区内外の人が集まる交流プロジェクト 

 中洲学区住民同士の交流、または他地域の住民とが交流する機会を創出することで、中洲学

区へ人が集まりにぎわいや活力を生み出します。 

●取組１ 地域内交流イベント 

→自然を活かしたカブトムシを捕るイベント、学区全体の運動会、守山市民

プールを活用した中洲住民が集まる「場」の創出 

●取組２ 地域外交流イベント 

→「中洲ふれあいの灯」を守山市の一大イベントにする取り組み 

→環境センターを活用し、廃熱利用による温浴施設整備 

→「ホッ」とするまちを目指し、集落毎にもてなしサービスを提供（名産品

の果物の提供など） 

→外から来た人向けに案内板の制作、オリジナルキャラクターの作成 

 

■プロジェクト５  ビックレイク活用プロジェクト 

 守山市内有数のスポーツ施設であるビックレイクにて、スポーツ大会などで訪れる方へ中洲

学区のＰＲイベントや特産品販売などといったイベントを開催し、地域の産業活性化に取り組

みます。 

●取組１ 中洲学区の特産品販売 

→サッカーの応援などで来る人に、地域で取れた野菜や果物、特産品（草木

染め）やお弁当の販売 

●取組２ 交通アクセス利便性向上 

→ビックレイクへの公共交通アクセス利便性向上に取り組む 

 

■プロジェクト６  歴史・食文化活性化・ＰＲプロジェクト 

 非常に古い歴史を持つ鮨切り祭り、また鮒寿司など水にまつわるユニークな食文化をＰＲす

るとともに観光化や事業化を進めます。また、失われつつある独特の食文化を次の世代に継承

する事業にも取り組みます。さらに、遺跡文化を活用した「学び」プロジェクトも進めます。 
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●取組１ 鮨切り祭り、鮒寿司のＰＲ活動 

→滋賀を代表する食文化の鮒寿司、また守山市でも有数のお祭りである鮨切

り祭りの積極的なＰＲや観光化、事業化 

  ●取組２ 歴史的な食文化の継承 

→若年世代や子供に歴史的な食文化を伝える活動 

  ●取組３ 遺跡文化の継承 

→服部遺跡や埋蔵文化財センター、「遺跡まつり」の開催 

→遺跡、遺構などの復元物作成など、歴史に親しみながら遊び学べるように

する取り組み 

 

■プロジェクト７  農業を元気にするプロジェクト 

 農業が盛んという特色を活かし、中洲ブランドの特産品の開発、販売を行うことで、農業を

活性化するとともに地産地消の推進、そして中洲学区のＰＲに貢献します。 

●取組１ 中洲ブランド特産品の作成 

→新たなブランド特産品の開発、守山メロンのさらなるＰＲ、観光農園整備 

  ●取組２ 地産地消の推進 

→学校給食への地元食材提供を通じて地産地消の推進や食育に貢献 

  ●取組３ 直売所の整備 

→ＪＡ中洲支店の店舗を活用した直売所、フルーツランドの道の駅化 

  ●取組４ 体験型農業・レンタル畑 

→農業体験イベント、休耕田を一般の方にレンタル 

 

■プロジェクト８  企業誘致・過疎対策プロジェクト 

 少子高齢化や人が中洲学区を出て行く状況への対策として、住宅地の整備や働く場をつくる

ための企業誘致に取り組み、人が容易に入ってこられる、戻ってこられる環境を整備します。 

●取組１ 住宅地の整備 

→休耕田などでの宅地整備、憩いの場として公園整備 

→地区計画制度の策定 

  ●取組２ 企業誘致・活性化 

→企業誘致や中洲にある既存企業の事業拡大支援 

 

■プロジェクト９  安心して暮らせる公共交通を考えるプロジェクト 

 中洲は守山市の中でも特に高齢化が進展している地域であるため、今後運転が困難になった

場合に日々の移動を支えることになる公共交通の見直しに取り組みます。 

●取組１ 現在の公共交通の改善 

→バスやタクシーなどの公共交通利用に対して住民の負担が小さくなるよう

な制度の検討 

  ●取組２ ふれあい交通の見直し・もーりーカーの活用 
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→既存サービスの課題検討や見直しの実施 

 

■プロジェクト１０ 元気なシニア世代の活用プロジェクト 

 高齢でも現役で農業に従事、地域の神社を守り、祭り事や自治会のまちづくり活動に参加さ

れているなど、元気なシニア世代の方が活躍できる仕組みや機会をつくります。 

●取組１ シニア世代の交流促進 

→高齢者が集い楽しみ、活動などの情報共有できる場の整備 

  ●取組２ お助けデータベース 

→シニア世代の方が実施されている活動と、困っている方の情報をマッチン

グするためにデータベースを作成 
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